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「都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト」は３つのサブプロジェクトから構成されている。サブ
プロジェクト➁「都市機能の維持回復に関する調査研究」は、平成 17年４月から本格稼働した実大三次元震動破壊実験
施設（Ｅ－ディフェンス）を効果的に活用し、「高層ビル等の都市の基盤をなす施設が完全に崩壊するまでの余裕度の定
量化」と「都市の基盤施設の地震直後の健全度を即時に評価し損傷を同定する仕組みの構築」を達成することを目標と
している。
　国内観測史上最大規模の東北地方太平洋沖地震によって未曾有の大被害がもたらされ、震度 5強以下であった首都

圏においても、長時間にわたる長周期の揺れや湾岸域における液状化の発生、高層ビル等での什器類の転倒とエレベー
タ停止、ライフラインの長期間停止等によって、事業や生活の継続に支障を来たし、現在の大都市が大災害に対してい
かに脆弱であるかが浮き彫りになった。首都直下地震や近い将来に発生が確実視される東海・東南海・南海地震などに
おいて、大都市圏は今回以上の強震動に見舞われることに疑う余地はない。大震災からの教訓であるところの「想定を
上回る地震動に対する対処」と「事業や生活の継続と速やかな回復」は極めて切実である。この二つの教訓に対する工
学的見地からの処方箋として、「高層ビル等都市の基盤をなす施設が完全に崩壊するまでの余裕度の定量化」と「都市の
基盤施設の地震直後の健全度を即時に評価し損傷を同定する仕組みの構築」を、本サブプロジェクトの射程とした。
　本サブプロジェクトの研究実施体制は、先駆的研究の適切な進捗と成果の速やかな実装の必要性に鑑みて、産学官

が密接に連携する組織とし、以下の三つの個別研究テーマを軸として詳細な検討を実施している。
　 (1)高層建物の崩壊余裕度定量化に関する研究開発
　 (2)建物の健全度モニタリングに関する研究開発
　 (3)地盤－基礎－建物系の応答評価とモニタリングに関する研究開発
　 2013年 12月には、世界最大規模となる鉄骨造 18層建物の 1/3縮小試験体を対象に、試験体が崩壊に至るまでの挙

動を検証する振動台実験を実施した。本論においては、本サブプロジェクトを紹介するとともに、実験結果の速報を報
告する。
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